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SはS>1な定数で、 τ=ln[Sj(Sー 1)]を満たす。ゅは振動周期が 1となるように規格化された時
聞に対応する変数である。
状態変数Xjが 1を越えると、 i番目の振動子は発火し Xjはoへとリセットされる。振動子聞の
相互作用は、振動子の発火時のみに起こる (1~Jレス型結合振動子)。つまり、 i番目の振動子が発火
したら、 i番目の振動子が持つεを他の全ての振動子の状態変数Xj(j =1 i)に加える。とこで加え















0.5，匂=0.5， and S= 1.2. 
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